
一

技
能
実
習
実
施
機
関
の
名
称
、
所
在
地
及
び
実
習
内
容

名

称

所

在

地

実
習
内
容

有
限
会
社
金
山
化
成

岐
阜
県
下
呂
市
金
山
町
菅
田
桐
洞
百
三
十
二
番
地

の
六

農
林
業
用
育
苗
容

器
製
造

二

対
象
と
な
る
者

平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
三
日
ま
で
の
間
に
本
邦
に
入
国
す
る

者
一

技
能
実
習
実
施
機
関
の
名
称
、
所
在
地
及
び
実
習
内
容

名

称

所

在

地

実
習
内
容

株
式
会
社
エ
ル
ム
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン

三
重
県
員
弁
郡
東
員
町
大
字
六
把
野
新
田
字
新
起

二
千
三
百
六
十
三
番
地

機
械
加
工

二

対
象
と
な
る
者

平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
三
日
ま
で
の
間
に
本
邦
に
入
国
す
る

者
一

技
能
実
習
実
施
機
関
の
名
称
、
所
在
地
及
び
実
習
内
容

名

称

所

在

地

実
習
内
容

三
ッ
星
靴
下
株
式
会
社

奈
良
県
香
芝
市
別
所
四
十
四
番
地

靴
下
製
造

二

対
象
と
な
る
者

平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
三
日
ま
で
の
間
に
本
邦
に
入
国
す
る

者
一

技
能
実
習
実
施
機
関
の
名
称
、
所
在
地
及
び
実
習
内
容

名

称

所

在

地

実
習
内
容

株
式
会
社
レ
イ
バ
ン

東
京
都
八
王
子
市
宮
下
町
六
十
四
番
地
の
五

ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア

製
造

二

対
象
と
な
る
者

平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
七
日
ま
で
の
間
に
本
邦
に
入
国
す

る
者

一

技
能
実
習
実
施
機
関
の
名
称
、
所
在
地
及
び
実
習
内
容

名

称

所

在

地

実
習
内
容

大
黒
絲
業
株
式
会
社

京
都
府
京
都
市
中
京
区
西
ノ
京
月
輪
町
八
番
地

製
糸

二

対
象
と
な
る
者

平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
七
日
ま
で
の
間
に
本
邦
に
入
国
す

る
者

一

技
能
実
習
実
施
機
関
の
名
称
、
所
在
地
及
び
実
習
内
容

名

称

所

在

地

実
習
内
容

有
限
会
社
オ
・
エ
ム
・
エ
ヌ

愛
媛
県
八
幡
浜
市
保
内
町
喜
木
二
番
耕
地
八
番
地

二

縫
製

二

対
象
と
な
る
者

平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
七
日
ま
で
の
間
に
本
邦
に
入
国
す

る
者

一

技
能
実
習
実
施
機
関
の
名
称
、
所
在
地
及
び
実
習
内
容

名

称

所

在

地

実
習
内
容

株
式
会
社
ア
ス
メ
ッ
ク
ス

岐
阜
県
岐
阜
市
萱
場
東
町
七
丁
目
二
番
地

紳
士
服
・
婦
人
服

の
縫
製

二

対
象
と
な
る
者

平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
八
日
ま
で
の
間
に
本
邦
に
入
国
す
る

者

平成™™年œ月™Ÿ日 金曜日 (号外第˜˜™号)官 報
〇
法
務
省
告
示
第
二
百
八
十
三
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
十
一
号
た
だ
し
書

の
規
定
に
基
づ
き
、
同
号
本
文
を
適
用
し
な
い
技
能
実
習
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
八
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
八
十
四
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
十
一
号
た
だ
し
書

の
規
定
に
基
づ
き
、
同
号
本
文
を
適
用
し
な
い
技
能
実
習
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
八
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
八
十
五
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
十
一
号
た
だ
し
書

の
規
定
に
基
づ
き
、
同
号
本
文
を
適
用
し
な
い
技
能
実
習
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
八
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
八
十
六
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
十
一
号
た
だ
し
書

の
規
定
に
基
づ
き
、
同
号
本
文
を
適
用
し
な
い
技
能
実
習
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
八
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
八
十
七
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
十
一
号
た
だ
し
書

の
規
定
に
基
づ
き
、
同
号
本
文
を
適
用
し
な
い
技
能
実
習
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
八
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
八
十
八
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
十
一
号
た
だ
し
書

の
規
定
に
基
づ
き
、
同
号
本
文
を
適
用
し
な
い
技
能
実
習
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
八
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
八
十
九
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
十
一
号
た
だ
し
書

の
規
定
に
基
づ
き
、
同
号
本
文
を
適
用
し
な
い
技
能
実
習
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
八
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子
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